
病 院図書室 １５（４）：１５８，１９９５

医学用語あれこれ １４

前回、紹介した外科的用語の中の１つに、

－ｒｒｈａｐｈ／ｙ縫合術ということばがありました。

実は、これは４つある －ｒｒｈ形の接尾辞のう

ちの１つなのです。接尾辞と言いましても、

本来の意味での接尾辞ではありませんが、全

体を一まとめにして接尾辞的に使いますので、

便宜上接尾辞と言っています。今回は、外科

的用語ではなかったので前回のグループから

はずした －ｒｒｈ形接尾辞の残りの３つを見て

みたいと思います。

－ｒｒｈａｇ／ｉａ ： 出血、流出

－ｒｒｈｅ／ａ ： 流出、漏出

－ｒｒｈｅｘ／ｉｓ ： 破裂

これら３つも、すべてギリシア語からきて

います。－ｒｒｈａｇ／ｉａ は過剰漏出、異常漏出を

意味する連結形ですが、通常、出血という意

味で使っています。

ｓｔｏｍａｔ／ｏ は口、口腔を指す連結形です。

出血を表す接尾辞 －ｒｒｈａｇ／ｉａ をくっつけて、

ｓｔｏｍａｔ／ｏ／ｒｒｈａｇ／ｉａとすると口内出血、歯肉

出血となります。同様に、ｓｐｌｅｎ／ｏ／ｒｒｈａｇ／ｉａ

とすると牌臓からの出血、牌出血を表します。

ｇａｓｔｒ／ｏ／ｒｒｈａｇ／ｉａ は胃からの出血、胃出血、

ｅｎｃｅｐｈａｌ／ｏ／ｒｒｈａｇ／ｉａ は脳出血です。ｃｙｓｔ／

ｏ／ｒｒｈａｇ／ｉａ は膀胱出血、 ｕｒｅｔｈｒ／ｏ／ｒｒｈａｇ／

ｉａは尿道出血、ｕｒｅｔｅｒ／ｏ／ｒｒｈａｇ／ｉａ は尿管出

血、ｂｒｏｎｃｈ／ｏ／ｒｒｈａｇ／ｉａ は気管支からの出血、

気管支出血、 ｐｎｅｕｍ／ｏ／ｒｒｈａｇ／ｉａ は肺出血と

なります。

ｐｙ／ｏ は膿、膿の蓄積または化膿を表す連

結形ですが、ｐｙ／ｏ／ｒｒｈｅ／ａ とすると膿の漏出、

流出、つまり膿漏という意味になります。ｏｔ

／ｏ／ｒｒｈｅ／ａ は耳から膿が出ること、耳漏、耳
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だれを指します。ｒｈｉｎ／ｏ／ｒｒｈｅ／ａ は鼻から膿

が出ること、鼻漏です。 ｈｅｐａｔ／ｏ／ｒｒｈｅ／ａ は

肝臓からの胆汁の分泌が過剰な状態、つまり

胆汁漏を指します。ｂｒｏｎｃｈ／ｏ／ｒｒｈｅ／ａ は気管

支粘膜からの分泌が過剰な状態、気管支漏で

す。 ｏｐｈｔｈａｌｍ／ｏ／ｒｒｈｅ／ａ は眼から粘液、膿

が出ること、眼膿漏を表します。ｄａｃｒｙ／ｏ は

涙、涙嚢、涙管を表す連結形ですが、ｄａｃｒｙ

／ｏ／ｒｒｈｅ／ａ とすると流涙過多、多涙症とい

う意味になります。 ｃｙｓｔ／ｏ／ｒｒｈｅ／ａ は膀胱

膿漏、ｄｉ／ａ／ｒｒｈｅ／ａ は通して流れ出ること、

下痢を表します。

ｍｅｔｒ／ｏ は以前でてきた ｈｙｓｔｅｒ／ｏ と同じ

く、ギリシア語由来の子宮を意味する連結形

です。したがって、破裂を指す接尾辞 －ｒｒｅｘ

／ｉｓをつけて ｍｅｔｒ／ｏ／ｒｒｈｅｘ／ｉｓ 、ｈｙｓｔｅｒ／ｏ

／ｒｒｈｅｘ／ｉｓとすると共に子宮破裂ということ

ばになります。ｋｅｒａｔ／ｏ は角膜を指す連結形

です（場合によっては、ｋを ｃ に置き換え

て ｃｅｒａｔ／ｏ という形で用いることもありま

す）。ｋｅｒａｔ／ｏ／ｒｒｈｅｘ／ｉｓとすると角膜破裂を

表します。ｃａｒｄｉ／ｏ／ｒｒｅｘ／ｉｓ は心臓破裂、

ｈｅｐａｔ／ｏ／ｒｒｈｅｘ／ｉｓ は肝破裂、ｅｎｔｅｒ／ｏ／ｒｒｈｅｘ

／ｉｓ は小腸破裂を指します。更に ａｎｇｉ／ｏ／

ｒｒｈｅｘ／ｉｓ は血管破裂、ａｒｔｅｒｉ／ｏ／ｒｒｈｅｘ／ｉｓは

動脈破裂、ｐｈｌｅｂ／ｏ／ｒｒｈｅｘ／ｉｓ は静脈破裂、

ｃｙｓｔ／ｏ／ｒｒｈｅｘ／ｉｓ は膀胱破裂という具合にな

ります。

いろんなことばの要素を組み合わせること

によって、新しいことばができているという

のは、ちょっと想像力がかきたてられます。

寒さがだんだん厳しくなってきました。皆

様、どうぞお風邪などひかれませんように、

お身体にお気をつけになって下さい。では、

今回はこの辺で。




